
令和６年度【大田区立東調布第一小学校・授業改善を図るための全体計画】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本校の授業改善に向けた視点 

教育課程編成上の工夫 学習指導の工夫・改善 評価活動の工夫 
家庭や地域社会との 

連携 

校内における 

研究や研修の工夫 

・学期ごとにその実施授業

時数を見直すとともに、年

３回の土曜授業を行うこと

で、時数の確保を図る｡ 

・算数科の習熟度別少人数

指導を全学年で実施すると

共に、東京ベーシック・ド

リル、ステップアップタイ

ム（補習教室）等を活用し、

基礎・基本の充実を図る｡ 

・朝の時間を週１回読書活動

の時間として活用する｡ 

・小中一貫教育に取り組み、

共通の指導目標をもって教

育活動を行う。 

・教科「外国語」を高学年

は年間 70 時間、外国語活

動を中学年 35 時間、低学

年８時間実施し、言語に対

する関心を高め、コミュニ

ケーション能力を育成す

る。 

・校内研究・研修などを授業

力向上の場とし、「おおたの

未来づくり」に向けてのカリ

キュラム開発を行う。 

・授業改善推進プランを策定

し、問題解決的な学習や体験

的な学習を重視するととも

に、基礎的・基本的な事項を

確実に身に付けさせる。 

・体育朝会では、長なわや短

なわ運動や低・中・高学年に

分けた持久走などを行い、児

童の体力向上を図る。 

・ＩＣＴ機器を活用し、効果

的な指導を行う。一人１台の

タブレット端末を使って、コ

ミュニケーションを図った

り、調べ学習で活用したりす

るなど、各教科等の指導にお

いて日常的に活用していく。 

・各教科とも評価規準及

び評価基準を明らかに

した評価計画を作成し、

実践に役立てる。 

・基礎･基本の学習では、

大田区学習効果測定の

結果の活用を図りなが

ら、個々の評価を行い、

次の段階の指導に生か

す。 

・教科の観点別評価内容

については保護者会な

どを通じて学期ごとに

保護者に説明を行う。 

・音楽の発表と鑑賞の場

として、東一ステージ

（音楽会）を隔年で実施

する。今年度は２学期

（11 月）に行う。 

・保護者会や地域教育連絡

協議会、とういちサポータ

ーズリンクなどを通して、

地域や保護者と連携を深

めるとともに、外部評価を

教育課程編成に反映させ

る。 

・「お話の会」（ＰＴＡ）と

連携し、読書活動の充実を

図る。読み聞かせなど、各

教室で計画的に行う。 

・「地域とともによりよ

い未来をつくる児童の

育成」というテーマで校

内研究を推進する。より

よい未来をつくるた

めの創造的な資質・

能力を育成すること

を目指す。 

・年間８回の研究授業を

行うとともに、日常的に

授業を全教員が公開し、

互いに参観し合う中で、

授業力の向上を図る。 

・若手教諭育成のため、

フレッシュ研修会を組織

し、授業研究や研修会を

通して、互いの授業力向

上を図る。 

学校教育目標 

・よく考え工夫する子 

・いつも元気で丈夫な子 

・こころ豊かに助け合う子 

・ねばり強くがんばる子 

・教育基本法  

・学習指導要領 

・東京都、大田区教育目標 

・東京都教育ビジョン 

・おおた教育ビジョン 

・児童の実態 

・学校、地域の実態 

・地域や家庭の願い 

・期待される児童像 

各教科の指導の重点 

学習への興味・関心を高め、

基礎的･基本的な知識や技

能を確実に身に付けさせ、

思考力・判断力・表現力を

育てる。 

道徳教育の指導の重点 

よりよく生きるための基

盤となる道徳性を養うた

め、道徳教育を通して道徳

的な判断力、心情、実践意

欲と態度を育てる。 

総合的な学習の時間の指導の重点 

探究的な見方・考え方を働

かせ、横断的・総合的な学

習により、思考力・判断力・

表現力など、よりよく課題

を解決する力を育てる。 

特別活動の指導の重点 

行事や学級活動を通して、

学校生活の充実と向上を

図り、より豊かな学校生活

を築こうとする態度を育

成する。 

キャリア教育の指導の重点 

一人一人の児童が多くの人

から認められ、自分の生き

方や在り方を発見できるよ

うな指導を行う。 

生活指導の指導の重点 

基本的生活習慣の徹底と 

よく考え、正しく判断し、

行動できる児童の育成を

図る。 

学校経営の基本方針（授業改善に関わる重点） 

授業の質を向上させ、主体的・対話的で深い学びの実

践により、児童の思考力・判断力・表現力等を育成する。 

○主体的に学ぶ意欲を高める。 

○基礎的・基本的な知識・技能の定着を図る。 

○課題解決に必要な思考力・判断力・表現力等を育成す

る。 

 
 
 
 
 

○未来を創造するための見方・考え方を働かせ、実社会

で活躍する様々な人などと連携して、「探究」と「創造」

を往還しながら発展していく学習過程において、よりよ

い未来をつくるための創造的な資質・能力を育成するこ

とを目指す。 

研究主題 

地域とともによりよい未来をつくる児童の育成 

～教科「おおたの未来づくり」に向けてのカリキュラム開発～ 


